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復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をい
ただいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」
を大切にしていきたいと思います。
復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。

宮古市あの日から 7年　東日本大震災津波
岩手県・宮古市合同追悼式

東日本大震災津波から 7年を迎えた平成 30年 3月 11日（日）、岩手県と宮古市の合同追悼式が執り行われました。

　最後に、青山学院女子短期大学の
学生による献奏曲の中、参列者は献
花台に白菊を手向け、犠牲になられ
た方々に想いを寄せ、復興への願い
を込めた一日となりました。

MIYAKO

式辞を述べる達増知事

■鎮魂と復興への願いを込め■
　岩手県・宮古市合同追悼式が執り
行われた宮古市民文化会館大ホール
（同市磯鶏沖）では､ご遺族をはじめ、
国や県､市の関係者約 800人が参列
する中、スクリーンには、国立劇場
（東京都千代田区）で開催された政府
主催の追悼式の中継映像が映し出さ
れ、地震発生時刻の午後 2時 46分
に、参列者全員で黙とうを捧げまし
た。

　達増知事は「犠牲になられた方々
のふるさとへの思いを受け継いで、
この東日本大震災津波の惨状やその
経験の中で得られた教訓を改めて心
に刻み、後世に伝えながら、復興を
進めていかなければなりません。県
では、多様な主体の参画や交流、連
携を力とし、復興事業の総仕上げを
視野に復興の先も見据えた地域振興
にも取り組みながら、復興を更に進
めて参ります。今を生きる私たちも
また、力を合わせ、『いのちを守り、

議長、前川宮古市議会議長が追悼の
ことばを述べました。

■平成 23年 3月 11日を忘れない■
誓いの言葉を述べる山本宮古市長飾られた祭壇

首都圏にお住まいの方を対象に、メールマガジン会員（いわて復興応援団員）を募集しています。登録
していただいた方には岩手県の復興の取組や観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

いわて復興応援メルマガ会員大募集！いわて復興応援メルマガ会員大募集！

いわて復興応援団 検索

知って､買って､食べて､行って 応援 ! 登録無料

■復興への決意を新たに■

参列者による献花ハンドベルを奏でる青山学院女子短期大学の学生

海と大地と共に生きるふるさと岩手
・三陸の創造』を目指して復興を進
めて参ります」と式辞を述べました。
　また、山本宮古市長は「宮古市は、
必ずや復興致します。先人たちは、
幾多の災害から立ち上がり、このふ
るさとを再生してきました。今を生
きる私たちも強い思いを胸に抱いて、
必ずや宮古市の復興を成し遂げます。
そして、震災で得られた教訓を次世
代に伝えるとともに、未来を切り開
く宮古創生に全力で取り組み、後世
に誇れる宮古市を築いていきます」
と誓いました。
　続いて、長坂内閣府大臣政務官兼
復興大臣政務官、佐々木岩手県議会

献花台に白菊を手向ける参列者



岩手県 東日本大震災津波の記録 2011.3.11

■大きな被害を受けた小本地区
　岩泉町の震災被害は沿岸部に集中しており、沿岸部に
位置する小本地区は、過去の明治三陸大津波で死者・行
方不明者約 360人、昭和三陸津波では 164人という人
的被害を受けていましたが、そのたびに復興を遂げてき
た漁村集落です。
　昭和 28年から防潮堤と水門の工事が行われ、40年の
歳月と巨費を投じて平成 5年に完成。その規模は国内で
も有数で、高さ 12m、全長 221m、幅 30mにわたり、
6つの水門を備え、1つの水門ゲートが 7,600 トンの荷
重に耐えられる構造でした。
　今回の津波で、小本川水門は決壊することはありませ
んでしたが、防潮堤
を越えた津波により、
小本地区の最大水深
は約 11mにも達し、
177棟が全壊しまし
た。

● 津波痕跡高
　20.2m　岩泉海岸
● 死者　7人
● 行方不明者　0人
● 家屋倒壊　200棟

あの日何があったのか。今一度、沿岸市町村別に東日本大震災津波を振り返り、御紹介します。

岩泉町

岩泉町

国道 45号に迫る津波（写真提供：岩泉町）

水門を越えて流出する津波（写真提供：岩泉町）

　平成 30年 2月 17日（土）、東日本大震災津波の風化
防止を図り､被災地に継続的な支援を呼び掛けようと「復
興応援・復興フォーラム 2018 in 東京」（主催：東京都、
東北 4県・東日本大震災復興フォーラム実行委員会）が、
東京国際フォーラム（東京都千代田区）で開催されまし
た。
　ステージイベントでは「震災の記憶の風化防止」をテ
ーマに、小池東京都知事と被災県を代表して村井宮城県
知事によるトークセッションが行われたほか、青森・岩
手・宮城・福島４県の復興の先進事例の発表がありまし
た。さらに、クロージングセレモニーでは、野球評論家
の野村克也氏による復興支援への呼びかけがあり、「これ
からもますます東北を発展に導いていこう」と熱いメッ
セージが送られました。
　また、地上広場では、東北 4県の特産品の販売や郷土
料理の振る舞いなども行われ、首都圏に向けて復興へ歩
み続ける各県の姿をPRしました。

「復興応援・復興フォーラム
 2018 in 東京」開催

小池東京都知事と村井宮城県知事による
トークセッション

東京都
TOKYO

県立高田病院が再建され、
診療を開始

　岩手県立高田病院（陸前高田市高田町）が再建され、
平成 30年 3月 1日（木）から診察を開始しました。
　同病院は、東日本大震災津波により 4階天井付近まで
浸水し全ての病院機能が停止。以来、仮設の診療施設で
診療を続けてきました。
　標高約 50メートルの高台に新築された同病院の診療
科目は、内科、外科、小児科、整形外科、婦人科、眼科、
耳鼻いんこう科、リハビリテーション科の 8科。
　2月 16日（金）に行われた新築落成式で達増知事は
「高田病院は、災害に強い医療機関としてスタートします
が、これは、沿岸地域の医療提供体制の再生の象徴とな
るものです。県では、復興の先にある明日への一歩につ
ながるよう、引き続き地域医療の再生、暮らしの再建に
全力で取り組んでまいります。」と挨拶しました。
　同病院の開院により、津波により被災した 3つの県立
病院は、全て再建されたことになります。

陸前高田市
RIKUZENTAKATA

再建された「岩手県立高田病院」

小本地区にオープンした「浜の駅おもと愛土館」

東北の郷土料理を楽しむ来場者



トンネル水槽リニューアル
「かめ吉と久慈の海の魚たち」

場所▶久慈地下水族科学館もぐらんぴあ

「もぐらんぴあ」のトンネル水槽が、震災から７年を
迎える節目に合わせてリニューアル。水槽には、震
災を生き延びた「かめ吉」と久慈近海で見られる魚
種の展示や、南部ダイバーの模型や漁具なども配置
され、「久慈の海」を体感することができます。

久慈地下水族科学館もぐらんぴあ
☎ 0194-75-3551

問い合わせ

久慈市
KUJI

　県内で初となる内陸避難者向け災害公営住宅「県営備
後第１アパート 8号棟」（盛岡市月が丘二丁目）が完成
し､平成 30年 3月 9日（金）、鍵の引き渡しが行われま
した。
　同住宅は、岩手県が東日本大震災津波により被災し、
内陸部に避難した世帯向けに整備を進めているもので、
今回完成した 8号棟は、鉄筋コンクリート造り 3階建、
2DK12戸と 3DK12戸の計 24戸。室内はバリアフリー
仕様で、高齢者や障がい者にも配慮した設計になってい
ます。
　敷地内には、9号棟､10号棟、計 26戸の整備を進め
ており、平成 30年 9月の完成を予定しています。
　この他に、内陸部に整備する災害公営住宅は県が、盛
岡市に 118 戸、北上市に 34戸、奥州市に 14 戸､一関
市に 35 戸の計 201 戸。市が、花巻市に 30 戸、遠野市
に 22 戸の計 52 戸を整備しており、平成 31 年度末ま
でに内陸部全ての災害公営住宅の完成を目指しています。

盛岡市内陸避難者向け
「災害公営住宅」が完成 MORIOKA

さんりくイベント情報

　岩手県では、東日本大震災津波からの復興状況を定期的に把握
するため、被災地域に居住又は就労している方々を対象に、復興
感に関する調査「いわて復興ウォッチャー調査」を、6ヶ月に一
度、実施しています。
　今回は、平成 30年第 1回（平成 30年 1月実施）の調査結果
から、主なデータを紹介します。

道の駅いわいずみ
再開１周年感謝祭（仮）

場所▶道の駅いわいずみ

　　　　　　台風第 10号の被害を乗り越え、昨年 4
　　　　　　月に営業を再開した「道の駅いわいずみ」。
岩泉町の食の遺産であるホルモン鍋の魅力を全国へ発
信する「いわいずみ炭鉱ホルモン鍋発掘隊」などが出
店する他、岩泉町の特産品等などを楽しむことができ
ます。

道の駅いわいずみ
☎ 0194-32-3070

問い合わせ

岩泉町
IWAIZUMI

場所▶島越漁港

　　　　　　高さ約 200ｍの断崖やダイナミックな
　　　　　　海岸線など北山崎の景勝を海の方から
臨場感たっぷりに見学できます。弁天崎・矢越崎・
北山崎を１周約 50分の就航で巡り、船上ではウミ
ネコの餌付けも体験できます。

ホテル羅賀荘 ☎ 0194-33-2611
観光船発着所 ☎ 0194-33-2113

問い合わせ

田野畑村
TANOHATA

4/27
金

北山崎断崖
クルーズ観光船

完成した「県営備後第１アパート」8号棟

4/14
土

平成30年【第1回】
「いわて復興ウォッチャー調査」結果を公表

三陸山田
カキまつり

場所▶山田魚市場

山田の魅力発信実行委員会
（山田町商工会内）
☎ 0193-82-2515

問い合わせ

この時期ならではの身が大きく旨味たっぷりの春牡
蠣が堪能できるお祭り。山田湾で獲れた新鮮な海産
物の販売や、買ったものをその場で焼いて食べるバ
ーベキューコーナー、カキ汁の無料試食などが行わ
れます。

4/29
日･祝

山田町
YAMADA

｢回復｣｢やや回復｣：86.7％　（前回調査： 83.5％）

被災者の生活の回復に対する実感

地域経済の回復に対する実感
｢回復｣｢やや回復｣：57.8％　（前回調査： 62.8％）

災害に強い安全なまちづくりに対する実感
｢達成｣｢やや達成｣ ：59.1% （前回調査： 50.4％）

住環境がかなり改善されてきていると評価する声がある
一方、いまだ仮設住宅への入居を余儀なくされている方
への対応や新たなコミュニティの構築が課題との声があ
った。

仮設営業から本設営業に移行する店舗が増え、町に賑わ
いが出始めているという声がある一方、サケなどの基幹
魚類の漁獲量減少や復興工事終了後の建設需要減退に対
する不安の声もあった。

防災施設が充実し始めていることや防潮堤・水門の進捗
状況を評価する声がある一方、 工事が完了するまでは安
心安全が実感できないという声があった。また、防災意
識向上の重要性を訴える声もあった。

4/15
日

11/4
日

五葉山山開き

場所▶五葉山

釜石市商業観光課
☎ 0193-27-8421

問い合わせ

標高 1,351ｍの五葉山は、県内では最も海に近い高
峰で、頂上からの見晴らしが良く三陸のリアス式海
岸を一望することができます。春はツツジ、夏はシ
ャクナゲが美しく、山頂付近にはヒノキアスナロの
原生林が登山者の目を楽しませてくれます。

4/29
日･祝 釜石市・住田町・大船渡市

KAMAISHI SUMITA OFUNATO

釜石さくら祭り

場所▶唐丹町

天照御祖神社
☎ 0193-55-2138

問い合わせ

三陸大津波により被害を受けた旧唐丹村の復興を願
い、昭和 9年春に約 2,800 本のソメイヨシノが植樹
されました。３年に１度、その満開の桜のトンネル
の下で大名行列が再現されるお祭りです。

4/29
日･祝

釜石市
KAMAISHI



いわて震災津波アーカイブ～希望～

いわて震災津波アーカイブ 検索

いわて復興だより 第 135号　平成 30年 3月 25日号　企画・発行：岩手県復興局復興推進課　☎ 019-629-6945
編集・印刷：シナプス

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 30年 4月 25日号の発行を予定しています。

いわて復興だより Web
一部ニュース、未来のさんりくびとを
動画で紹介。
ビジュアル豊富なWebもご覧下さい。

20万点を超える資料を検索・閲覧できます。

宮古市出身。
宮古高等学校卒業後、1年ほど宮古市にいたが、そ
の後、盛岡、仙台で暮らし、実家の印刷会社を手伝
うために、平成 19年、宮古市に戻る。
現在、花坂印刷工業株式会社代表取締役として家業
を営むと同時に、平成 27年 11月からは、テーマ
を観光に絞り、見識を高めるための勉強会「宮古観
光創生研究会」で精力的に活動する。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を
注いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、
毎号、復興への熱い想いを秘めた若者を紹介してい
きます。第 80回目は､花坂 雄大さんを紹介します。

ここにある「場所・物・人」
すべてが「観光資源」!!
皆で観光を担いましょう !!

交通インフラをチャンスに

宮古観光創生研究会 代表
花坂 雄大

（はなさか ゆうだい）さん

など、交通インフラが変わることで、ストロー
現象が懸念されていますが、逆に、交通の便が
よくなることで、チャンスがあるのは観光だと
思います。宮古市の基幹産業は、観光、水産業、
製造業ですが、地域資源として、三陸の中でも
知名度の高い “浄土ヶ浜” がある宮古市の観光
は大きな魅力だと思います」と､花坂さんは､観
光を軸とした宮古市への誘客に期待を寄せます。

地域全体で観光を担う

　自分たちがこれから生きていくための学びを
深めようと、有志が集まり、情報の共有や意見
交換を行う「宮古観光創生研究会」代表の花坂
さんは、これからの観光の持つ可能性を強く感
じています。
　「人口減少に加え、宮古市では、三陸復興道路、
宮古盛岡横断道路、宮古・室蘭フェリーの就航

　「観光は、お客さんに喜んでもらって自分たち
もうれしいと感じるものなので、ポジティブに
考えられるテーマです。“食” や “文化” なども
含み裾野の広い産業なので、地域全体で取り組
んで盛り上がっていけば宮古市が活気付くと思
います。“作られた観光” は見透かされる時代な
ので、今あるもの、新しく作らなくてはならな
いものを考え、観光商材にしていけばよいと思
います」と語る花坂さん。これからは、宮古だ
けに留まらず、三陸、岩手、東北と、観光振興
を共有、連携できる勉強会を開催し、地域発の
観光を提案していきます。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

岩手県の被害状況 平成30年 2月 28日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,673 人　行方不明者：1,116 人
　　　　　　死者（関連死）：466人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,079 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶義援金受付状況　約 186億 307万円（95,527 件）
▶寄付金受付状況　約 198億 9,505 万円（8,502 件）
▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 92億 6,343 万円（21,394 件）

平成 30年 2月 28日現在

<<<

ぶらり三陸 三陸を代表する景勝地「浄土ヶ浜」 宮古市

三陸復興国立公園・三陸ジオパークの中心に位置する宮古市の「浄土ヶ浜」は、三陸を代表する景勝地です。
白い岩肌の奇岩と色鮮やかなマツの緑、そして海の群青色が作り出す風景は、訪れる人を魅了します。

大迫力のウミネコへの餌づけ
（写真提供：みやこ浄土ヶ浜遊覧船）

　船体整備と船体検査のために運休していた「みやこ浄土ヶ
浜遊覧船」が、3/10（土）から運航を再開しました。
　遊覧船の浄土ヶ浜周遊コースは、浄土ヶ浜を出港し、国の
天然記念物や海岸美を満喫できる約 40分の湾内クルージン
グです。国の名勝である
「浄土ヶ浜」を始め、「ロ
ーソク岩」や「夫婦岩」、
「潮吹穴」などをご覧いた
だくことができます。
　また、船内ではウミネ
コへの餌づけも楽しむこ
とができます。

■運航時季■
3/10（土）～ 11/23（金）の 土・日・月・祝
＊4/28 ～ 5/31、7/15 ～ 8/31 の期間は毎日運航。
＊上記以外でも、臨時便は随時運航。
■運航ダイヤ■
①8:40　② 9:30　③11:00　④12:00
⑤13:40　⑥15:30
※ ⑥便は日没の為、10/31 で運航終了。
■運賃■
大人　1,400 円 ( 中学生以上 )
小人　700円 (6 歳～小学 6年まで )
幼児　無料 (5 歳以下 )
※大人１名に対し幼児１名無料。幼児２名
　以上の場合、１名分の小人運賃が必要。

MIYAKO

海からの景観を楽しむことができる
「みやこ浄土ヶ浜遊覧船」

■問い合わせ■ みやこ浄土ヶ浜遊覧船　TEL：0193-62-3350（8:00 ～ 17:00）三陸を代表する景勝地「浄土ヶ浜」


